
来
系
弥
生
人
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。

博
多
の
歴
史
は
古
く
、
天
明
四
年
、
志
賀
島
で
金
印
『
漢
委
奴
国
王
』
が
出
土
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
奴
国
時
代
の
人
は
『
魏

志
倭
人
伝
』
に
大
人
も
小
人
も
文
身
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
裏
付
す
る
よ
う
に
、
上
罐
子
遺
蹟
か
ら
弥
生
時
代
の
線
刻
板
が
出
土
し
、

描
か
れ
た
人
物
は
顔
に
文
身
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

奴
国
人
も
含
む
北
部
九
州
の
弥
生
時
代
の
人
類
は
、
身
長
が
低
く
顔
の
ほ
り
が
深
い
丸
顔
で
、
縄
文
人
は
面
長
で
身
長
が
高
い
、
大
陸
渡

博
多
は
古
い
歴
史
を
も
つ
港
湾
都
市
で
日
本
で
最
も
大
陸
に
近
い
関
係
上
、
日
本
の
貿
易
港
と
し
て
古
く
か
ら
海
外
文
化
輸
入
の
門
戸
と

し
て
、
西
都
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
伝
染
病
の
蔓
延
に
は
苦
し
ん
だ
。
一
度
に
多
数
の
人
が
高
熱
を
出
し
た
り
、
下
痢
を
し

た
り
、
発
疹
が
で
た
り
し
て
死
ん
で
ゆ
く
こ
と
を
天
罰
と
信
じ
、
『
祈
り
』
を
す
る
以
外
に
は
知
ら
な
か
っ
た
。

特
別
講
演

福
岡
地
方
の
二
千
年
の
医
学
の
歴
史

二
、
仏
教
伝
来
と
伝
染
病
の
蔓
延
。
国
立
病
院
『
続
明
（
命
）
院
』
の
誕
生

一
、
奴
国
時
代
の
人
体

l11

奥

村

武

(32） 264



中
国
か
ら
の
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
漢
方
医
学
が
日
本
の
医
学
の
基
本
と
な
っ
た
が
、
室
町
時
代
の
末
期
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
に
よ
り

豊
後
に
府
内
病
院
が
で
き
、
病
院
は
大
友
宗
麟
の
保
護
を
う
け
た
。
そ
の
頃
の
博
多
は
大
友
氏
、
大
内
氏
、
少
弐
氏
に
分
割
統
治
さ
れ
て
い

た
。
宣
教
師
も
博
多
に
移
住
し
教
会
を
つ
く
り
布
教
し
な
が
ら
博
多
の
人
達
に
治
療
を
施
し
た
。
刀
や
鉄
砲
に
よ
る
創
傷
に
対
す
る
外
科
的

治
療
法
を
博
多
の
人
に
伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
『
キ
リ
シ
タ
ン
通
信
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
西
都
で
あ
る
博
多
、
太
宰
府
は
日
本
各
地
よ
り
仏
教
伝
来
に
よ
っ
て
唐
人
（
大
陸
商
人
）
や
遣
暗
使
、
遣
唐
使
の
往
来
に
よ
り
、

病
人
が
多
く
発
生
し
、
旅
の
疲
れ
と
飢
え
の
た
め
死
ん
で
ゆ
く
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
太
宰
府
政
庁
創
設
期
の
天
平
勝
宝
六
年
、

観
世
音
寺
の
附
属
施
設
と
し
て
学
校
院
の
中
に
『
医
育
制
度
」
が
で
き
、
七
十
余
年
後
に
附
属
病
院
と
し
て
「
続
明
院
」
と
い
う
日
本
最
初

の
国
立
病
院
が
開
院
し
た
が
、
こ
れ
は
仏
教
伝
来
に
よ
る
宗
教
医
学
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
な
お
日
本
書
紀
に
は
斉
明
天
皇
の
三
年
の
条
に

と
か
ら
こ
く
じ
ん

都
貨
羅
国
人
が
博
多
津
に
漂
着
し
た
記
録
が
あ
り
、
時
の
朝
廷
に
薬
の
製
造
法
を
伝
来
し
た
と
い
う
。

仏
教
伝
来
の
こ
ろ
、
腸
チ
フ
ス
、
痘
瘡
、
麻
疹
、
赤
痢
、
ジ
フ
テ
リ
ア
な
ど
の
伝
染
病
が
知
ら
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
痘
瘡
は
博
多
で
の

大
流
行
を
日
本
最
初
と
し
、
そ
の
流
行
は
悲
惨
を
極
め
遂
に
天
聰
に
達
し
、
聖
武
天
皇
が
天
平
五
年
に
発
布
さ
れ
た
。
痘
瘡
の
感
染
経
路
と

し
て
『
疫
瘡
初
発
起
自
聖
武
天
皇
御
宇
、
鈴
者
遇
蕃
人
継
此
病
称
巣
瘡
、
一
児
患
之
則
一
村
流
行
也
、
猶
之
曳
故
名
焉
」
「
従
藩
船
瘡
到
天
下

自
是
患
其
難
者
多
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
陸
の
貿
易
船
に
よ
っ
て
博
多
を
通
じ
て
日
本
各
地
に
伝
染
さ
れ
た
。

当
時
、
博
多
の
迎
賓
館
と
も
い
う
べ
き
「
鴻
艫
館
」
の
遺
構
の
中
に
古
代
の
ト
イ
レ
杜
が
発
見
さ
れ
、
男
性
用
、
女
性
用
と
区
別
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
便
槽
の
中
を
分
析
し
、
当
時
の
食
物
の
種
類
、
寄
生
虫
卵
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
漢
方
医
学
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
医
学
へ
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江
戸
時
代
、
職
業
別
階
級
が
き
び
し
い
と
き
、
東
京
の
旧
藩
主
黒
田
家
に
「
如
水
公
、
長
政
公
御
書
類
控
」
が
あ
り
、
そ
の
中
の
十
五
冊

目
が
浪
人
、
医
師
の
部
で
、
医
師
は
浪
人
と
同
格
に
み
な
さ
れ
て
い
た
。

黒
田
藩
文
化
十
四
年
分
限
帳
に
よ
る
と
、
二
百
石
以
上
の
医
師
の
名
を
見
る
と
、
本
科
は
鶴
原
雁
林
、
麿
取
養
巴
、
村
山
玄
育
、
鱸
亥
光
、

青
木
春
沢
、
小
野
口
山
、
篠
田
正
貞
、
岸
原
養
元
、
白
水
亥
光
、
八
田
玉
山
、
山
鹿
寿
連
。

小
児
は
澄
川
元
岱
。
外
科
は
塚
本
道
麿
。
眼
科
は
田
原
養
全
が
み
ら
れ
る
。

福
岡
藩
に
は
御
典
医
は
な
く
、
藩
医
と
い
う
。
安
政
年
間
の
藩
医
は
御
匙
、
御
匙
助
、
御
外
科
、
御
鍼
科
、
御
口
科
、
御
眼
科
、
御
構
女

長
崎
の
出
島
の
商
館
医
に
師
事
し
、
和
藺
医
学
が
博
多
に
伝
来
す
る
。
そ
の
長
崎
は
、
博
多
の
末
次
興
善
が
町
を
開
き
、
そ
の
子
平
蔵
が

代
々
、
町
を
支
配
し
た
。
博
多
商
人
の
大
賀
、
伊
藤
、
西
村
ら
の
豪
商
が
長
崎
に
支
店
を
つ
く
り
、
町
名
ま
で
、
興
善
町
、
筑
前
町
、
本
博

多
町
な
ど
を
命
名
し
、
そ
の
上
、
博
多
の
諏
訪
社
や
蛇
踊
り
を
移
し
、
博
多
の
遊
里
の
主
人
は
、
丸
山
遊
廓
を
つ
く
り
長
崎
は
博
多
の
出
店

と
い
う
色
彩
が
強
く
な
り
、
徳
川
幕
府
の
命
に
よ
っ
て
筑
前
国
の
黒
田
氏
と
肥
前
の
鍋
島
氏
が
交
替
で
長
崎
の
警
備
の
任
に
当
た
っ
た
の
で

博
多
が
長
崎
を
支
配
下
に
お
き
、
他
藩
よ
り
も
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
早
く
導
入
す
る
に
有
利
な
条
件
を
も
っ
て
い
た
。

せ
ん
し
よ

オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
が
居
住
す
る
出
島
は
、
日
本
の
二
十
五
人
の
町
人
が
出
資
し
、
扇
喚
を
築
造
し
た
。
出
資
者
の
一
人
、
大
賀
九
郎
左
エ

門
は
博
多
の
御
朱
印
船
貿
易
商
人
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
医
師
よ
り
免
許
を
う
け
た
福
岡
藩
の
医
師
は
他
藩
よ
り
多
く
居
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
、
資
料
を
も
っ
て
判
明
で
き
る
医
師

は
上
村
道
雲
（
寛
永
末
年
頃
）
、
嵐
山
甫
庵
（
寛
文
五
年
）
、
塚
本
道
庵
（
寛
文
年
間
）
、
原
三
信
（
貞
享
三
年
）
が
い
る
。

五
、
福
岡
藩
に
お
け
る
医
師
の
地
位
。
藩
医
と
城
内
御
番
医

四
、
和
蘭
医
学
の
伝
来
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中
受
持
が
あ
る
。
御
番
医
と
は
城
内
で
急
病
発
生
時
の
当
番
医
で
、
は
じ
め
は
昼
夜
の
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
藩
医
の
間
で
不
満
の
声
が
あ
っ

た
。
藩
医
の
当
番
医
は
鱸
道
育
、
上
村
尚
庵
、
山
鹿
順
貞
、
赤
星
玄
貞
、
藤
沢
養
庵
、
三
宅
益
順
、
田
中
元
立
、
鶴
原
道
室
、
多
久
立
節
の

九
名
で
あ
っ
た
が
後
に
六
名
に
減
じ
、
更
に
勤
務
は
夜
間
の
み
と
な
っ
た
。

『
五
龍
日
記
』
に
よ
る
と
綱
政
は
正
徳
元
年
四
月
十
八
日
に
死
去
し
た
の
で
あ
る
が
、
故
あ
り
て
二
ヶ
月
間
、
病
気
療
養
中
と
称
し
て
死
を

秘
し
、
そ
の
た
め
藩
医
の
鷹
取
養
巴
、
篠
田
宗
山
、
白
水
道
沢
、
伊
藤
玄
律
ら
は
家
老
隅
田
主
膳
の
命
に
よ
り
、
綱
政
の
遺
体
を
安
置
し
た

部
屋
に
毎
日
参
上
、
薬
か
ら
食
事
ま
で
運
ん
で
、
こ
の
間
に
遺
体
の
防
腐
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

死
体
の
永
久
保
存
（
ミ
イ
ラ
製
法
）
に
必
要
な
薬
液
は
ペ
ル
さ
ま
（
バ
ル
サ
ム
液
）
は
東
南
ア
ジ
ア
に
産
す
る
植
物
か
ら
つ
く
っ
た
防
腐
剤
で
、

長
崎
を
通
じ
て
博
多
商
人
が
こ
れ
を
手
に
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
、
黒
田
綱
政
の
完
全
な
遺
体
の
出
現
も
納
得
で
き
る
。

死
体
解
剖
に
つ
い
て
は
明
和
八
年
三
月
、
杉
田
玄
白
と
共
に
小
塚
原
刑
場
で
死
体
解
剖
を
実
施
し
、
『
解
体
新
書
』
を
著
し
た
蘭
学
者
前
野

良
沢
は
福
岡
藩
士
谷
口
新
介
の
子
で
あ
る
。
故
あ
り
て
中
津
藩
医
前
野
束
元
に
養
わ
れ
、
東
元
の
嗣
子
と
な
り
、
養
家
の
伯
父
に
当
る
宮
田

全
沢
に
よ
り
教
育
さ
れ
蘭
学
者
の
道
を
す
す
ん
だ
。

生
け
る
姿
で
あ
っ
た
。

死
体
が
腐
敗
し
な
い
よ
う
に
人
工
的
に
保
存
す
る
こ
と
に
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
の
製
法
が
あ
る
。
福
岡
藩
で
は
ミ
イ
ラ
の
製
法
を
知
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
福
岡
藩
が
長
崎
警
護
の
と
き
、
長
崎
よ
り
ミ
イ
ラ
一
体
を
輸
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、
貝
原
益
軒
の
数
あ
る
著
書
の

中
の
一
つ
『
大
和
本
草
批
正
」
で
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
に
つ
い
て
「
そ
の
国
の
風
俗
、
人
死
す
れ
ば
胄
腸
を
去
り
て
〃
ペ
ル
さ
ま
″
に
ひ
た

し
、
布
に
く
る
み
て
葬
る
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
立
証
す
る
よ
う
に
、
昭
和
二
十
五
年
福
岡
市
の
崇
福
寺
の
筑
前
国
主
黒
田
家
墓
所

の
改
葬
時
、
偶
然
に
も
第
四
代
黒
田
綱
政
の
墓
所
よ
り
ミ
イ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
自
由
に
動
く
四
肢
、
完
全
な
身
体
、
麻
の
着
衣
も
そ
の
ま
ま
、

六
、
死
体
の
永
久
保
存
と
死
体
解
剖
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福
岡
地
方
で
実
施
さ
れ
た
死
体
解
剖
一
覧

県
立
福
岡
病
院

宮
城
犬
三
ら

初
代
百
武
万
里
ら

大
河
内
和

西
秋
谷
ら

村
上
玄
水

前
野
良
沢
ら

の
医
師
達

伊
勢
田
道
益

解
剖
執
刀
者
名

酒
井
義
篤
ら

年
代

一
八
八
九
年

一
八
八
七
年

一
八
八
四
年

一
八
七
七
年

一
八
四
一
年

一
八
三
○
年

一
八
一
七
年

一
七
九
七
年

一
七
七
一
年

四
歳
の
中
村
栄
太
郎
の
病
理
解
剖
実
施

北
九
州
市
小
倉
南
区
教
泉
寺
そ
ば
に
解
剖
供
養
碑
あ
り

野
坂
茂
登
の
病
理
解
剖
実
施

田
川
医
師
会
々
館
前
に
解
剖
供
養
碑
あ
り

女
性
の
行
路
病
人
死
体
を
博
多
市
小
路
上
の
自
宅
で
解
剖
す
。
墓
碑
（
博
多
・
順
心
庵
）
に
解
剖
を

記
す

県
立
福
岡
病
院
内
に
二
十
坪
の
解
剖
室
を
つ
く
る

解
体
図
記
を
著
わ
す

墓
碑
（
博
多
・
順
心
庵
）
が
解
剖
碑
で
あ
る

豊
前
国
中
津
の
人
、
解
剖
図
を
著
わ
す

筑
後
国
久
留
米
の
人
、
解
剖
図
を
著
わ
す

福
岡
藩
士
谷
口
新
介
の
子

解
体
新
書
を
著
わ
す

良
沢
が
福
岡
藩
と
関
係
が
あ
る
の
で
こ
の
一
覧
に
加
え
た

二
代
百
武
万
里
が
吐
血
、
急
死
の
た
め
自
宅
の
座
敷
で
病
理
解
剖
を
実
施
す
。
医
学
雑
誌
「
杏
林

の
栞
』
創
刊
号
に
発
表

摘

要
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福
岡
市
近
郊
の
須
恵
町
に
藩
政
時
代
よ
り
、
高
場
（
岡
）
と
田
原
の
眼
医
が
い
た
。
田
原
眼
医
は
藩
医
で
代
々
養
伯
・
養
全
・
養
朴
を
名
の

り
、
診
療
を
求
め
て
患
者
が
全
国
よ
り
集
り
、
近
く
の
農
家
は
「
眼
療
宿
場
』
を
許
さ
れ
た
。
田
原
家
の
嘉
永
二
年
の
「
眼
目
療
治
帳
」
か

ら
患
者
の
出
身
地
に
つ
い
て
石
滝
豊
美
の
報
告
に
よ
る
と
全
部
で
一
○
一
二
人
の
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
北
よ
り
松
前
、
箱
館
、
越
中
、

加
賀
、
若
狭
か
ら
、
ま
た
九
州
で
は
肥
前
の
四
一
三
、
筑
後
二
四
八
、
長
門
七
三
、
壱
岐
、
対
馬
か
ら
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
患
者
の
一
人

に
広
瀬
淡
窓
も
い
た
。
奥
村
玉
藺
は
自
著
『
筑
前
名
所
図
会
」
に
須
恵
の
患
者
は
「
三
都
ハ
云
に
及
ば
ず
、
東
は
奥
州
、
西
は
薩
摩
よ
り
眼

博
多
の
市
小
路
・
呉
服
町
と
そ
の
周
辺
は
、
桃
山
時
代
よ
り
御
朱
印
船
貿
易
商
人
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
商
人
が
多
く
集
る
貿
易
商
人
街

と
し
て
発
展
し
た
が
、
徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
貿
易
業
は
衰
退
し
、
そ
れ
に
入
れ
代
る
よ
う
に
藺
方
医
、
漢
方
医
や
本
草
学
者
、

薬
種
商
ら
の
屋
敷
や
店
舗
が
な
ら
び
、
当
時
の
博
多
の
メ
ヂ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
容
貌
を
充
分
に
備
え
て
い
た
。

こ
の
医
師
の
町
に
居
住
す
る
医
師
名
を
列
挙
す
る
と
、
児
医
で
聖
福
寺
塔
頭
継
光
庵
祉
に
子
供
病
院
を
つ
く
っ
た
津
田
廓
堂
（
意
安
）
、
そ

の
孫
の
元
顧
、
そ
の
子
元
貫
父
子
は
博
多
の
博
物
・
地
理
誌
で
あ
る
『
石
城
志
十
二
巻
」
を
編
録
し
た
。
シ
ー
ポ
ル
ト
の
高
弟
で
あ
る
百
武

万
里
は
藺
方
産
科
医
と
し
て
開
業
し
、
天
保
十
二
年
、
自
宅
で
武
谷
元
立
、
武
谷
祐
之
、
阪
巻
文
栄
、
谷
仲
栄
ら
と
共
に
死
体
解
剖
を
実
施

し
た
。
閏
方
外
科
医
の
阪
巻
文
慶
・
文
栄
父
子
、
阪
巻
道
慶
、
岡
村
良
渓
。
百
武
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
武
谷
元
立
。
大
坂
の
適
塾
の
緒
方

洪
庵
の
門
人
と
な
っ
た
武
谷
祐
之
、
藤
野
良
泰
（
關
方
産
科
医
）
、
有
吉
周
平
。
紀
州
の
華
岡
冑
洲
の
門
人
と
な
っ
た
広
田
伝
亮
、
津
田
仙
山
が

い
る
。
眼
医
の
田
原
養
全
、
漢
方
医
の
大
賀
寛
庵
ら
三
十
余
名
の
医
師
の
名
を
あ
げ
る
。
薬
種
商
と
し
て
鞍
屋
（
内
海
氏
）
、
山
口
屋
（
白
垣
氏
）
、

川
口
屋
（
波
多
江
氏
）
ら
が
あ
り
、
内
海
は
町
内
に
広
大
な
御
薬
園
所
ま
で
併
設
し
て
い
た
。

八
、
須
恵
村
に
眼
医
の
町

七
、
博
多
の
メ
ヂ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
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療
を
乞
ふ
人
当
に
数
百
千
入
来
り
て
寓
居
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

須
恵
目
薬
は
全
国
に
販
売
さ
れ
「
高
場
順
世
秘
伝
目
薬
正
明
膏
』
と
書
か
れ
た
処
方
美
が
あ
り
、
明
治
に
な
る
と
精
奇
水
・
真
珠
水
・
博

士
目
薬
な
ど
の
点
眼
水
が
つ
く
ら
れ
、
富
山
の
薬
売
り
と
同
様
売
薬
人
の
行
商
よ
り
売
り
広
め
ら
れ
た
。

須
恵
村
に
は
肥
前
有
田
と
同
様
、
藩
窯
の
大
き
な
磁
器
の
産
地
で
、
医
療
用
磁
器
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
乳
鉢
、
乳
棒
、
疾
壺
、
蒸

留
器
、
耐
熱
用
レ
ト
ル
ト
、
る
つ
ぼ
な
ど
が
つ
く
ら
れ
た
。
磁
器
の
染
付
の
呉
須
は
中
国
よ
り
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
藺
方
産
科
医
藤
野
良

泰
が
姪
浜
に
呉
須
の
原
石
を
発
見
し
、
磁
器
生
産
を
授
け
た
。

貝
原
益
軒
著
『
筑
前
国
続
風
土
記
」
に
は
薬
院
村
に
つ
い
て
「
む
か
し
異
国
よ
り
博
多
に
つ
き
し
時
、
薬
草
多
く
渡
し
を
、
此
所
に
薬
圃

を
か
ま
へ
て
う
ゑ
し
所
な
る
故
、
薬
院
と
い
ふ
」
、
太
宰
府
・
鴻
艫
館
時
代
よ
り
仏
教
伝
来
と
共
に
薬
草
の
移
入
に
よ
っ
て
薬
園
が
つ
く
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
薬
院
の
地
名
の
由
来
で
あ
る
。

福
岡
藩
政
時
代
、
博
多
呉
服
町
下
に
和
漢
薬
種
商
、
鞍
屋
の
主
人
内
海
藺
渓
は
生
薬
学
者
で
あ
る
。
高
麗
人
参
の
栽
培
に
成
功
し
、
自
宅

の
町
内
に
広
大
な
薬
園
を
つ
く
り
、
薬
草
の
研
究
に
の
り
出
し
た
。
各
種
薬
用
植
物
の
効
果
を
判
定
を
す
る
た
め
、
藺
法
外
科
医
阪
巻
文
慶

と
薬
用
植
物
を
記
録
す
る
た
め
写
生
を
す
る
画
家
中
村
伊
八
、
藩
よ
り
派
遣
さ
れ
た
薬
園
奉
行
肥
塚
小
八
郎
の
三
人
を
娘
婿
と
し
、
藺
渓
の

生
薬
研
究
を
援
け
た
。
藺
渓
の
御
薬
園
所
で
高
麗
人
参
の
栽
培
に
成
功
し
た
福
岡
藩
は
、
大
量
生
産
を
計
る
目
的
で
、
犬
鳴
谷
に
、
後
に
住

吉
に
開
い
た
。
藩
主
黒
田
斉
清
は
藺
渓
よ
り
教
え
を
受
け
本
草
学
者
と
な
り
、
城
内
と
江
戸
屋
敷
に
薬
園
を
開
き
、
藺
渓
は
病
弱
な
藩
主
黒

田
斉
隆
の
た
め
に
、
あ
ら
た
に
城
内
に
薬
園
を
つ
く
っ
た
。
藺
渓
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
云
う
べ
き
著
書
に
小
野
蘭
山
、
上
村
米
山
の
序
文

か
ら
な
る
「
本
草
正
画
譜
三
十
巻
」
と
『
御
薬
園
、
記
録
十
三
冊
」
が
あ
る
。
薬
草
は
国
内
は
も
ち
ろ
ん
長
崎
出
島
か
ら
阪
巻
文
慶
を
通
じ

て
輸
入
さ
れ
た
熱
帯
植
物
の
生
薬
の
栽
培
に
温
室
ま
で
つ
く
っ
た
。

九
、
薬
園
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筑
前
国
の
薬
園

亀
井
少
琴
・
雷
首

奥
村
玉
藺

藩
主

藩
主上

村
米
山

黒
田
黒
田
斉
清

内
海
蘭
渓

津
田
廓
堂

栄
西
禅
師

貝
原
益
軒

斉
隆

今
宿
開
業
の
地
、
好
音
亭
・
鳩
居
楼
に
薬
園
を
つ
く
る

自
宅
春
吉
寺
町
七
番
丁
に
薬
園
を
つ
く
る
。
内
海
蘭
渓
の
門
人

太
宰
府
学
校
院
祉
に
薬
園
と
聖
廟
を
つ
く
る

福
岡
城
内
本
丸
下
と
江
戸
屋
敷
に
薬
園
を
つ
く
る

「
本
草
啓
蒙
補
遺
」
の
著
あ
り

宝
暦
二
年
鞍
手
郡
、
犬
鳴
谷
に
藩
営
の
人
参
畠
を
つ
く
る

自
宅
の
町
内
（
博
多
呉
服
町
下
）
に
薬
園
を
つ
く
り
高
麗
人
参
の
栽
培
に
成
功
す
。
後
、
福
岡
藩
監
理
下
と
な
り
御
薬

園
所
に
薬
園
奉
行
を
置
く
。
『
本
草
正
画
譜
」
三
十
巻
を
著
わ
す

高
麗
人
参
の
大
量
生
産
の
た
め
住
吉
に
人
参
畠
を
つ
く
る

博
多
聖
福
寺
を
開
山
し
、
茶
園
を
背
振
山
と
聖
福
寺
に
開
く

『
喫
茶
養
生
記
」
を
著
わ
す

聖
福
寺
内
に
施
薬
園
を
つ
く
る

病
弱
の
た
め
福
岡
城
内
に
内
海
藺
渓
に
薬
園
を
つ
く
ら
せ
る

『
大
和
本
草
」
の
著
あ
り
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上
村
米
山
は
内
海
藺
渓
に
生
薬
学
を
修
得
し
、
更
に
京
都
に
て
加
賀
川
流
の
教
え
を
受
け
る
頃
、
山
陽
を
知
り
交
遊
、
山
陽
が
博
多
滞
在

中
、
常
に
同
行
し
、
米
山
宅
を
訪
れ
た
山
陽
は
、
鶏
煮
の
料
理
の
接
待
を
う
け
、
米
山
に
漢
詩
を
送
っ
た
。

そ
の
頃
の
筑
前
の
学
問
は
亀
井
南
冥
の
陽
明
学
派
の
西
学
問
所
（
甘
業
館
）
と
貝
原
益
軒
の
流
れ
を
く
む
竹
田
悟
亭
の
朱
子
学
派
の
東
学
問

所
（
修
猷
館
）
の
学
者
達
の
対
立
が
激
し
く
、
寛
政
十
年
、
甘
業
館
が
焼
失
、
廃
館
と
な
っ
た
と
き
で
あ
り
、
山
陽
の
博
多
滞
在
は
、
朱
子
学

派
の
学
者
達
の
非
難
の
攻
撃
を
う
け
、
山
陽
は
博
多
に
別
れ
を
告
げ
、
太
宰
府
を
経
て
旅
立
ち
し
た
。
山
陽
の
博
多
滞
在
は
二
十
数
日
で
あ

っ
た
が
、
山
陽
と
交
っ
た
学
者
達
は
後
、
そ
れ
ぞ
れ
博
多
に
文
化
の
華
を
開
い
た
。

陽
の
学
友
、
亀
井
南
冥
は
文
化
十
一

忠
平
ら
十
余
人
が
山
陽
を
迎
え
た
。

博
多
の
町
は
昔
か
ら
相
撲
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
、
各
町
こ
ぞ
っ
て
力
士
を
育
て
自
慢
し
、
櫛
田
神
社
の
奉
納
相
撲
と
し
た
。
上
方
の
力
士
を

呼
び
寄
せ
た
相
撲
興
行
も
た
び
た
び
あ
っ
た
が
、
中
で
も
享
保
十
二
年
の
博
多
大
相
撲
は
江
戸
大
相
撲
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

興
行
場
所
は
西
門
橋
東
側
の
畠
地
、
二
十
五
間
四
方
の
桟
敷
、
勧
進
元
は
福
岡
藩
。
藩
主
黒
田
継
高
の
後
援
も
あ
り
、
大
勢
集
る
力
士
の

興
行
中
に
負
傷
、
病
気
に
備
え
、
相
撲
掛
医
者
を
常
任
さ
せ
た
。

本
道
（
内
科
）
は
山
崎
口
烈
、
松
原
道
烈
、
外
科
は
藤
崎
体
節
、
針
医
は
牛
島
口
明
ら
が
そ
の
任
に
当
っ
た
。

文
政
元
年
四
月
、
「
日
本
外
史
』
編
纂
中
の
頼
山
陽
は
西
遊
に
際
し
、
博
多
に
滞
在
、
店
屋
町
の
松
永
子
登
の
家
に
宿
泊
す
。
そ
の
頃
、
山

の
学
友
、
亀
井
南
冥
は
文
化
十
一
年
自
宅
出
火
の
際
に
焼
死
し
た
後
で
あ
り
、
亀
井
昭
陽
が
父
に
代
り
、
奥
村
玉
藺
、
上
村
米
山
、
大
山

十
、
頼
山
陽
、
博
多
に
文
化
の
華
開
く

十
一
、
上
方
の
相
撲
興
行
、
博
多
場
所
に
相
撲
掛
医
を
常
任
さ
せ
る
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天
保
十
五
年
、
武
谷
祐
之
が
大
坂
の
適
塾
に
入
門
し
て
以
来
、
吉
田
梅
仙
、
平
野
韓
蔵
、
篠
田
正
貞
、
青
木
道
琢
、
藤
野
良
泰
、
塚
本
道

甫
ら
多
く
医
師
が
祐
之
に
続
い
た
。
洪
庵
と
福
岡
藩
の
医
師
達
の
交
遊
は
む
し
ろ
洪
庵
自
身
が
接
近
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
当
時
、

長
崎
の
出
島
に
輸
入
さ
れ
る
和
蘭
の
医
学
書
が
長
崎
を
警
備
す
る
福
岡
藩
に
は
容
易
に
入
手
で
き
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
洪
庵
の
嫡
子
平

三
が
長
崎
留
学
に
際
し
、
親
と
し
て
子
を
思
う
一
心
に
福
岡
の
医
師
達
を
後
見
人
に
お
願
い
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
洪
庵
の
父
が
大
坂

の
筑
前
蔵
屋
敷
に
役
職
と
し
て
在
勤
し
た
こ
と
が
あ
り
、
洪
庵
は
歌
人
で
あ
り
、
福
岡
の
歌
聖
、
大
隈
言
道
が
安
政
四
年
、
大
坂
に
移
住
、

『
歓
水
居
』
で
洪
庵
も
言
道
の
門
人
の
一
人
と
な
っ
た
。

日
、
緒
方
洪
庵
よ
り
武
谷
諒
亭
に
宛
て
た
書
簡
二
十
五
通

そ
の
内
容
は
、
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
発
刊
、
進
呈
に
関
す
る
も
の
。
コ
レ
ラ
大
流
行
の
対
策
と
治
療
法
、
洪
庵
の
著
『
虎
狼
痢
治
準
』
の

進
呈
。
和
蘭
医
学
書
注
文
の
依
頼
。
藩
主
黒
田
長
溥
の
姫
の
脳
水
腫
や
原
田
水
仙
の
眼
疾
の
治
療
法
に
つ
い
て
。
医
療
器
械
の
一
つ
、
胸
聰

器
の
使
用
法
。
薬
剤
、
サ
ン
ト
ニ
ン
受
取
り
の
御
礼
。
対
馬
に
ロ
シ
ア
軍
艦
が
接
岸
、
敵
海
軍
の
兵
隊
が
上
陸
し
、
島
民
と
衝
突
し
た
事
件

Ｈ
、
緒
方
家
の
発
祥

そ
ぱ
た
け

緒
方
洪
庵
の
遠
祖
は
九
州
、
日
向
国
で
あ
る
。
伝
説
に
祖
母
嶽
の
大
蛇
が
人
に
化
け
、
堀
川
大
納
言
の
息
女
に
通
じ
、
一
男
子
を
生
む
。

と
が
む
れ
じ
よ
う
し
ゆ

こ
れ
を
大
神
惟
基
と
い
う
。
代
々
相
続
き
豊
後
国
司
、
緒
方
三
郎
惟
栄
に
至
る
。
惟
栄
は
大
友
氏
の
重
臣
と
な
り
佐
伯
郡
の
栂
牟
礼
城
主
と

な
る
も
大
友
氏
の
た
め
に
自
害
し
た
の
で
惟
常
が
城
主
と
な
る
。
惟
常
の
末
青
が
緒
方
洪
庵
で
あ
る
。
惟
常
の
兄
、
惟
信
は
そ
の
子
信
好
を

連
れ
て
城
を
出
奔
し
、
大
神
姓
に
改
め
博
多
に
移
住
し
、
更
に
大
神
を
大
賀
姓
に
改
め
、
信
好
の
長
子
大
賀
九
郎
左
衛
門
は
御
朱
印
船
貿
易

商
人
と
な
り
、
長
崎
に
出
島
を
築
造
し
た
商
人
の
一
人
で
あ
る
。

口
、
緒
方
家
と
福
岡
藩
と
の
関
係

十
二
、
緒
方
洪
庵
と
福
岡
藩
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徳
川
幕
府
は
海
域
防
衛
策
と
し
て
、
安
政
元
年
、
長
崎
に
海
軍
と
医
学
を
伝
習
す
る
海
軍
伝
習
所
が
で
き
た
こ
ろ
、
福
岡
城
内
の
御
殿
の

一
室
に
化
学
分
析
研
究
所
と
も
い
う
べ
き
『
舎
密
館
」
が
で
き
て
い
た
。
長
崎
の
海
軍
伝
習
所
は
小
島
療
養
所
、
更
に
精
得
館
と
変
り
、
福

岡
藩
か
ら
藩
費
を
以
て
留
学
生
を
続
々
と
送
り
、
藩
主
黒
田
長
溥
は
精
得
館
の
運
営
に
財
政
的
援
助
を
し
た
。

福
岡
藩
の
洋
学
振
興
政
策
と
し
て
安
政
二
年
、
古
川
俊
平
（
写
真
）
、
長
野
円
助
（
時
計
）
、
熊
谷
又
七
（
測
量
）
、
前
田
凌
海
（
舎
密
・
写
真
）
、

藤
野
良
泰
（
産
科
学
・
写
真
）
、
田
原
養
伯
（
眼
科
学
）
、
喜
多
村
武
蔵
（
西
洋
式
軍
事
訓
練
・
ラ
ッ
パ
）
の
七
名
が
選
抜
さ
れ
、
そ
の
後
三
十
余

を
心
配
し
て
い
た
こ
と
等
で
あ
っ
た
。

名
が
長
崎
に
留
学
生
と
し
て
送
ら
れ
た
。

長
崎
の
鳴
滝
塾
に
文
政
十
年
、
す
で
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
と
し
て
武
谷
元
立
、
百
武
万
里
、
有
吉
周
平
、
原
田
種
彦
が
入
門
し
、
他
の

和
蘭
医
師
に
、
青
木
興
勝
、
阿
部
忠
吉
、
弓
場
厚
載
、
緒
方
春
朔
が
師
事
す
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

安
政
三
年
、
勝
海
舟
が
乗
っ
た
幕
府
の
軍
艦
が
博
多
湾
に
入
り
投
錨
し
た
の
で
、
藩
主
黒
田
長
溥
は
乗
員
を
箱
崎
の
別
荘
に
招
待
し
た
。

そ
の
乗
員
の
中
に
ポ
ン
ペ
が
い
た
の
で
長
溥
は
西
洋
医
学
校
の
必
要
性
を
知
り
、
ポ
ン
ペ
の
教
え
を
受
け
た
。

慶
応
三
年
、
長
崎
七
夕
祭
の
と
き
、
長
崎
丸
山
遊
里
の
道
路
上
で
、
福
岡
藩
の
留
学
生
が
、
英
国
水
兵
二
人
を
殺
傷
す
る
事
件
が
あ
り
、

こ
れ
を
も
っ
て
留
学
生
は
全
員
引
き
あ
げ
、
福
岡
藩
の
長
崎
留
学
は
幕
を
閉
じ
た
。
福
岡
藩
の
医
師
は
、
長
崎
留
学
の
み
で
は
な
く
、
徳
川

幕
府
の
国
費
を
受
け
て
西
洋
に
留
学
す
る
も
の
も
い
た
。
そ
の
中
の
一
人
宗
像
郡
の
赤
星
見
竜
の
子
、
研
造
は
、
慶
応
二
年
ド
イ
ツ
の
ハ
ィ

デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
に
入
学
し
、
帰
国
し
て
明
治
六
年
、
東
京
大
学
外
科
学
教
授
と
な
っ
た
。

十
三
、
福
岡
藩
の
医
師
、
長
崎
留
学
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福
岡
藩
に
西
洋
医
学
校
を
設
置
す
る
気
運
は
、
ボ
ー
ド
イ
ン
の
助
言
を
得
て
、
藩
主
黒
田
長
溥
と
武
谷
祐
之
は
家
老
以
下
の
当
時
の
執
政

者
に
西
洋
式
医
学
校
の
構
想
を
説
明
し
た
が
、
世
界
の
事
情
に
通
ぜ
ず
、
藩
主
、
侍
医
達
の
反
対
に
あ
い
中
断
し
た
。
二
年
後
、
漢
方
医
連

ど
て
の
ち
よ
う

中
を
代
表
し
、
河
島
養
林
が
武
谷
に
漢
洋
医
学
折
衷
の
医
学
校
を
提
案
し
、
慶
応
三
年
春
、
土
手
の
町
堀
端
に
開
院
『
賛
生
館
」
と
命
名
さ

れ
、
頭
取
に
武
谷
祐
之
、
漢
方
医
を
代
表
し
て
漢
方
医
官
に
河
島
養
林
、
西
洋
医
官
に
原
田
水
仙
、
病
院
取
締
（
病
院
長
）
に
篠
田
正
貞
が
勤

め
た
が
後
任
に
河
島
養
林
と
な
っ
た
が
、
廃
藩
と
な
り
財
政
の
道
を
な
く
し
、
廃
校
同
様
と
な
っ
た
時
、
塚
本
道
甫
は
、
福
岡
藩
知
事
有
栖

川
宮
に
賛
生
館
の
存
続
と
西
洋
人
医
師
の
採
用
こ
そ
王
政
御
一
新
の
精
神
で
あ
る
と
口
上
書
を
提
出
し
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

鹿
児
島
の
藩
主
島
津
重
豪
の
九
男
が
福
岡
藩
の
藩
主
黒
田
長
溥
で
、
鹿
児
島
の
集
成
館
が
で
き
る
前
に
、
博
多
に
は
中
島
町
の
南
、
那
珂

川
河
畔
に
福
岡
藩
の
殖
産
研
究
所
と
も
い
う
べ
き
『
福
岡
藩
精
煉
所
』
が
つ
く
ら
れ
、
大
賀
勝
右
エ
門
を
主
任
と
し
て
迎
え
た
。
鋳
造
、
硝

め
っ
き

子
製
造
、
鍍
金
、
製
薬
、
写
真
、
陶
磁
器
の
研
究
、
製
造
な
ど
分
野
を
広
げ
た
。
こ
れ
だ
け
の
多
く
の
研
究
、
製
造
を
福
岡
藩
精
煉
所
の
狭

い
敷
地
の
中
で
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
鋳
造
は
土
居
町
の
礒
野
七
平
慶
直
の
鋳
造
所
、
硝
子
製
造
は
箱
崎
の
ガ
ラ
ス
エ
場
、
陶
磁
器
製
造
は
、

野
間
や
須
恵
の
窯
場
を
、
ま
た
写
真
術
は
河
野
禎
造
、
古
川
俊
平
、
藤
野
良
泰
が
福
岡
城
内
の
『
舎
密
館
」
の
既
存
の
施
設
を
使
用
し
た
。

鉄
砲
や
刀
鍜
冶
は
児
島
伝
平
や
信
国
又
助
が
そ
の
任
に
当
り
、
武
谷
祐
之
は
製
薬
を
担
当
し
、
肝
油
、
サ
ン
ト
ニ
ン
の
製
造
に
成
功
し
た
。

河
野
禎
造
は
化
学
分
析
表
と
も
云
う
べ
き
「
舎
密
便
覧
」
と
他
に
『
農
家
備
要
』
、
「
農
業
花
暦
」
を
著
わ
し
、
安
部
竜
平
は
シ
ー
ボ
ル
ト

と
の
問
答
を
「
下
問
雑
載
』
に
ま
と
め
、
安
部
竜
平
、
永
井
青
涯
共
著
『
新
字
小
識
』
、
永
井
は
更
に
正
確
な
『
万
国
図
」
を
出
版
し
、
学
問

は
世
界
に
拡
げ
た
。

十
五
、
福
岡
藩
医
学
校
「
賛
生
館
』
の
誕
生

十
四
、
福
岡
藩
の
精
煉
所
と
医
学
校
「
賛
生
館
』
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そ
の
後
、
賛
生
館
の
医
師
、
前
田
渡
海
、
有
吉
周
平
、
二
代
百
武
万
里
、
吉
富
洞
雲
、
河
島
養
林
、
香
江
誠
の
六
名
は
明
治
六
年
、
修
猷

館
医
学
所
併
置
診
療
所
を
開
い
た
が
、
経
営
困
難
と
な
り
、
同
七
年
県
庁
に
医
学
校
再
開
を
建
議
し
た
と
こ
ろ
、
福
岡
藩
精
煉
所
吐
の
空
屋

を
仮
病
舎
と
し
、
長
崎
病
院
か
ら
西
川
黙
蔵
を
招
い
て
開
院
、
そ
の
隣
接
地
約
二
千
坪
に
県
立
福
岡
医
院
を
新
築
し
、
同
十
年
六
月
、
尾
張

国
名
古
屋
の
藩
医
大
河
内
存
真
の
孫
、
東
京
大
学
卒
業
の
大
河
内
和
を
院
長
と
し
て
迎
え
た
。
大
河
内
に
よ
っ
て
福
岡
に
ド
イ
ツ
医
学
を
最

初
に
導
入
さ
れ
開
院
し
た
。
こ
の
病
院
は
同
十
二
年
、
医
学
校
を
併
置
さ
れ
、
香
江
誠
が
校
長
と
な
っ
た
が
、
同
十
六
年
福
岡
甲
種
医
学
校

附
置
乙
種
薬
種
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
同
二
十
一
年
県
立
福
岡
病
院
と
し
て
再
出
発
し
、
薬
学
校
の
内
海
善
兵
衛
は
私
立
福
岡
薬
学
校
を
因
幡

大
河
内
の
急
逝
に
よ
り
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
大
森
治
豊
は
県
立
福
岡
病
院
の
院
長
と
な
り
、
千
代
の
松
原
に
広
大
な
敷
地
を
有
す
る

病
院
を
新
築
し
て
移
転
開
院
後
、
こ
の
病
院
を
更
に
医
科
大
学
に
昇
格
さ
せ
る
た
め
、
京
都
帝
国
大
学
の
一
分
科
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
福

岡
医
科
大
学
が
誕
生
し
、
今
日
の
九
州
大
学
医
学
部
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

町
に
新
設
開
校
し
た
。

（
奥
村
内
科
医
院
）
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MedicineoftheFukuokaAreaovertheLast2000Years

TakeshiOKUMURA

ThetownofHakatahasprosperedthroughbeingthenearestportinJapantocontinentalAsia.

However,tradeshipsvisitingHakatahaveunwittinglycausedtheintroductionofcontagious

diseasestoJapan.

ThereligionswhichtradeintroducedtoHakatabroughtwiththemthespreadofnewmedical

practices,notablyChinesemedicinewithBuddhismandWesternmedicinewithChristianity.

MedicalstudentswhocamefromHakatalearnedmedicinefromtheDutchatDejimaaswellasin

thetownofNagasakiwhichhadbeendevelopedbyHakatamerchants.

IntheDazaifu-KourokanEra,amedicalschooland"Zokumyoin"-thefirstnationalhospitalin

Japan-wereestablished.

UnderthesupervisionofaDutchdoctor,amedicalschoolcalled"Sanseikan"wasfoundedbythe

Fukuokaclan.

AprefecturalhospitalwasbuiltinFukuokaduringtheMeijiEra･ThiswasinfluencedbvGerman

medicineandeventuallygrewtobecomethecurrentMedicalFacultyofKyushuUniversity.

（
ぬ
寺
）
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